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①【ねらい】日本でこれまで発生した自然災害から学習問題を考える。 

 大きな地震と津波の発生について気づいたことを書きましょう。 
※100 年前から大きな地震が起き続けていること，大きな津波も 20年に

１回は起きていることをおさえたい。 

② 

 大きな台風と大雨の発生について気づいたことを書きましょう。 
※ここ 20年は減っているが，天気予報により対策が進んでいることの効

果も伝えたい。 

② 

 その他で気づいたことを書きましょう。 ② 

 今後自然災害はどれぐらい発生すると考えられるでしょうか。考えたこ

とを書きましょう。資料 も参考にしましょう。 
※今までも大きな自然災害は各地で起き続けていたこと，資料 から同

じ場所で津波の被害があることから，対策の必要性を理解させる。 

③ 

 自然災害と向き合っていくうえで調べたいことを話し合い，学習問題を

つくりましょう。 
④ 

 題を読みましょう。どのような自然災害が書かれているでしょうか。 
何年おきの表ですか。 
※題の「大きな」という部分に注意したい。 

② 
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 この表は世界でも自然災害の多い国である日本の過去 100 年間の大き

な自然災害の頻度を表したものである。題に「大きな自然災害」と書い

ているように歴史に残るような大災害と考えたい。たとえば 2000 年から

2020 年までも，東日本大震災以外にも多くの大きな地震があり，被害を

受けた地域もあったがここには含まれていない。その点を子どもたちに

も注意させる必要がある。 
 地震や津波，台風や大雨のそれぞれの頻度を見てわかるように，この

100 年間は大きな自然災害が起き続けた。最近になって情報通信技術が発

達し，自然災害への対策も広がってきたが，それでも大きな自然災害は

起きている。大雪や噴火についても数は多くはないが，ここ 40 年間では

20 年に１度は大きな自然災害起きていることがわかる。 
 以上の読み取りができることから，この資料は子どもたちに自然災害

の対策の必要性を理解させるために適しているといえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
（ 1）  最初に題を確認するが，「大きな自然災害」であることを強調した

い。地震や台風自体が発生していないわけではないことを理解さ

せる。 
（ 2）  「地震・津波」，「台風・大雨」，「その他」の項目別に資料の読み

取りをさせる。それぞれ大きな自然災害が 100 年間起き続けてい

ることをおさえたい。 
（ 3）  （２）を踏まえたうえで，今後も日本で大きな自然災害が起こる

可能性を考えさせる。子どもたちは，今後も大きな自然災害がお

きると予想するであろう。同時に，大きな自然災害のための対策

が必要であることを理解させたい。 
（ 4）  今までの学習をもとに，これから調べたいこと考えさせ，学習問

題を作らせる。 
 


